
 

2023年度 京都教育大学附属京都小中学校 学校評価 

 

② 附属学校園の機能向上に関する事項 

本年度の 
重点目標 

具体的な取組内容 自己点検評価 
自己 
評価 
区分 

学校関係者評価 改善策 

（１） 
教育研究活
動の成果を
公表する。 

①教育創生リージョナルセンター機構と

の共催，京都府・市教育委員会との後援に

より，研究発表会を開催する。 

②大学の「大学紀要」「センター紀要」等

に積極的に投稿するとともに，義務教育学

校懇談会で研究成果を公表する。  

①京都府・市教育委員会の後援を受け，２月

９日・１０日に約７５０名の参会者を迎え

て研究発表協議会を開催した。 

②大学が設立した義務教育学校懇談会にお

いて，本校の実践を発表し，各校の課題を共

有することができた。 

 

 

 

Ａ 

・広報活動にも力を入れ，全校から

これだけ大勢の参会者が来られたこ

とは大きな成果である。 

・京都市や京都府とのさらなる連携

の強化を図ることが必要である。 

 

 

・京都府・市教育委員会とは，教

員人事交流のみならず，日常の教

育研究交流の推進のための協議

をすすめる。 

・「大学紀要」「センター紀要」

等の投稿について，積極的に促し

ていく。 

 

（２） 
大学と附属
学校園とが
連携した研
究を実施す
る。 

①大学教員や各附属学校園の教員と協働

して，義務教育学校教育課程研究に継続し

て取り組むとともに，大学各学科研究や

「教育研究改革・改善プロジェクト」によ

る研究に積極的に参画する。 

 

①大学の義務教育学校専門委員会と連携し

て，義務教育学校の教育課程について授業

実践と教育効果の検証を実施した。授業分

析を行う各教科部会には本校教職員が所属

し，活発な研究が行える組織をつくること

ができた。 

 

 

 

 

Ｂ 

・大学との連携については，研究活

動を中心に積極的に行えていた。附

属間の交流・連携については，更に各

教科・分掌において密にできる取り

組みをしていく必要がある。 

・義務教育学校の理念が全国に 

汎用される研究を推進する。 

・大学の各学科研究については

積極的な参画を促していくこと

が必要である。 

（３） 
総合教育臨
床センター
学びサポー
ト室と連携
する。 

①総合教育臨床センター学びサポート室

共同実践者を選出し，参画する。 

②学びサポート室と本校特別支援学級研

究との連携を図る。 

 

 

①事例研修を中心に，年間を通して連携実

践することができた。また，登校支援員を配

置し，多角的な視点から個を大切にする支

援の在り方を考えることができた。 

②連携をとり，保護者への研修会も企画す

ることができた。 

 

 

  

 

 Ａ 

・学びサポート室との連携により，

個の支援のあり方について研修し，

実践に生かせることができた。 

・特別支援学級に在籍する保護者に

対しても研修会をもち，勉強になっ

たと好評であった。 

・学びサポート室との更なる連

携を強化し，広く教職員に対して

研修をする機会を設ける。 

（４） 
業務改善及
び教職員の
働き方に関
する取組を
推進する。 

①校務の効率化・情報化とともに，学校行

事や教職員の役割分担を見直し，学校業務

の適正化を図る。 

②部活動の在り方について検討し，順次実

施する。 

  

①教員業務の効率化を図るために，Teams な

どを活用し，情報共有を行った。また保護者

との連絡ツールにツムギノを導入し，校務

の効率化を図った。 

②部活動運営方針に基づき，生徒とともに

教員にも負担のない活動を進めた。 

  

 

 

 

 Ｂ 

・教員の業務については，年ごとに

改善されているが，教職員自身の意

識改革も必要である。 

・部活動のあり方は，社会情勢もふ

まえて考えていくべきである。 

 

・教職員の働き方に関しては，更

に業務の効率化を図る取り組み

を推進する。 

・部活動検討委員会を立ち上げ，

学校全体としての適切な指導，運

営及び管理に係る体制の構築を

図る。 

 

自己評価区分 

A 十分達成できた 

B 概ね達成できた 

C 十分には達成できなかった 

D ほとんど達成できなかった 


